
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年１月１４日（土）、中央公民館にて開催されました。 

中間報告会では令和元年度、自治会等活動促進助成事業として選定された７団体の自治会等から、事業実施（実施中）

の報告があり、参加された皆さん（事業申請団体の方を含め約５４名）は熱心に耳を傾けていました。 

その後に開催された交流会では、各発表団体のブースを設置し、各ブースにおいて質疑応答や助成事業を通じて得たノ

ウハウ等を伝えたり、歓談も活発に行われたりと、団体間で様々な交流を深めていました。 

 

 

 

 

身近な自治会・町内会ニュースをお知らせください 
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令和２年３月 

第 １９号 

自治会ニュース 
ｉｎ 尾張旭市 

  自治会等活動促進助成事業の紹介 
令和元年度は、７団体の自治会等から防災・健康・交流等の様々な分野から申請がありました。 

事業内容の紹介をしますので、地域活動の参考にしてください。 

 

 

 

 

【内容】 

日本の外の世界を意識し、将来の活動の場が日本の外に

もあることを知ってもらいたいという願いから、町内の中学生

及び高校生を対象に、授業だけでは十分でない４技能（読

む・書く・聞く・話す）の増強と、国際社会の関心を深めるため

に教室を開き、学びの場をつくる。 

 

【事業報告】 

今年度からは中学生に加え、高校 

生英語教室も開講し、本地原公民館 

にて無償で教室を開いてきました。 

ほぼ、休みなく開講してきた成果も 

得られ、子供たちも前向きに学習に 

向かってくれています。 

今後、更に町内の子供の参加が増 

えるよう活動していきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

【内容】 

 地震発生時に、各町内会の自主防災組織が実際

に機能するように、誰が・何を・どうするのかを、具

体的実践的に定めることを目的に、訓練や講習会を

行う。 

【事業報告】 

 

 

 

【内容】 

地域住民への交流の場をつくり親睦を深め、健康づくり

を育み、楽しく明るい地域を目指すために、さまざまな活

動を行います。 

「子ども達あつまれ～」昔遊び、竹馬、そろばん教室 

「囲碁・将棋・麻雀」 

「フィットネス NOSS」日本舞踊の動きを使った健康体操 

「ぶらぶら歩こう会」、「ソフトボール」 

「カラオケを楽しもう」、「スポーツ吹矢」 

 

「スポーツ吹矢」 

自治会等活動促進助成事業の中間報告会＆交流会 がありました 

    第三緑ヶ丘町内会 
  「第三緑ヶ丘（１組～８組）中学生・高校生英語教室」 
 

    桜ヶ丘東自治会 
   「町内会地震災害対策本部の整備」 

災害時、各町内会で地震対策本部を設けた際、

誰が何をどうするのかを具体的に定めることを

テーマに今年度は活動してきました。今年度は、

セーフティリボンでの安否確認を初めて平日実施

しましたが、不在宅も多く、町内でばらつきがある

ことが分かりました。来年度は、その課題解決に

向け、模擬訓練を実施したいと思います。 

また、消火器購入の助成や、救急リュックの配

布も行いました。 

  

     第一南山町内会 
「ふれあい活動を通じて地域のより一層の活性化を 

めざす（NO．３）」 
 

【事業報告】 

地域住民への交流の場をつくり体力づくりと親睦を深める目的で活動してき

ました。今年は、１５００人以上の参加がありました。スポーツ吹矢も今年は参

加者が増えました。今後も継続していけるよう、活動していきたいと思います。 

（南山大学名誉教授・宮川佳三氏） 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年３月 

第 １９号 

      山の手自治会 
「防災・防犯活動を通し、仲間づくり街づくり」 （継続２年目） 

 

 

 

【内容】 

山の手自治会が行う行事や活動を通じて、隣保共同の精神を基

に、地域住民が益々の融和団結を図り、必ずやって来るであろう災

害を「待ち」ではなく、来ても耐えうる「街」造りを目指して、災害時非

常持出袋を全戸配布で意識付けを図りながら、山の手自治会防災

訓練を行う。 

 
【事業報告】 

４月、春のふれあい会を行い、

新役員への説明会を兼ねてバー

ベキューを実施しました。今年

は、６１名の参加があり、楽しく交

流を深めることができました。 

６月は町内３６ヶ所の消火器点

検も行いました。また、１１月は全

戸配布した安否確認ボードや、非 

 
常持出袋を使用し、防災訓練を

実施しました。１２月には、年末

重点パトロールを１５日間実施し

た結果、延３２４名の参加があ

り、引き続き「０」の 

つく日は継続して 

活動していきたい 

と思います。 

 

       松ヶ丘町内会 
「心と体の健康生活」の維持向上Ⅱ   （継続２年目） 

【内容】 

地域住民が気軽に立ち寄れる

「憩いの場」としての「交流サロ

ン」をベースとした「心の健康、体

の健康」の事業内容を充実し、多

くの住民に参加してもらい、人と

触れ合う事により、閉じこもりや

出不精を解消し、心と体の健康

増進につなげる事を目的に、町

内会独自の「スコアーカード」を

配布し、町内会主催の各種イベ

ントの参加で、市主催の健康マイ

スター手帳とダブルでポイントを

貯めることで関心をもってもら

い、参加を促す。 

【事業報告】 

 健康づくりに取り組みながら

チャレンジ事業への参加、町内

会主催の各種イベントへの参加

でポイントをためて、あさぴー健

康マイスター手帳と町内会のポ

イントのダブル表彰を目標に、参

加意欲と達成感を高め、参加を

促し、閉じこもりや出不精の解消

をめざして活動しました。 

今年度は、さらに参加者を増

やす対策として、新規事業お手

玉を用いた「ハッピー脳トレ」を行

い、内容の充実を図りました。そ

の結果、６０名の参加がありまし

た。 

本地ヶ原住宅 

第三管理組合町内会 
安心安全の地震防災、減災の地域づくり         

【内容】 

防災活動に対して、喚起と啓発を実施することを目的とし、市民

団体の「はやぶさ地防会」と連携して、地域住民と学生たちが交流

しながら、防災訓練やワークショップなどを行う。 

【事業報告】 

 今、名古屋では大きな地震はきていないが活断層は現在も活発

化しており、TV などで発表はないが関東では震度４、５クラスの

地震が頻繁に起きています。そういった実情の中で、当町内会の

マンション１９２世帯に対し、地震に対しての再確認をすることを目

的に活動しました。 

名古屋経営短期大学の名誉准教授の山田先生による講習会

を行い、DVD を使った講習と AED 訓練も行いました。参加者から

は、実際に AED を使ってみると大変だと分かったという声や、もっ 

旭台自治会 
「仲間で気づき・組織で支援」のまちづくり         

【内容】 

地域に存在する「色々な団体の

活動」を、「地域情報網」として、共

有出来、緊急時だけでなく日常の

支援要望の対応などにも、『仲間

で気づき・組織で支援する』まちづ

くりに活かすことを目的に、日常の

お助け課題の調査・整理を行い、

お助けたい活動を行う。 

【事業報告】 

 旭台では、活動と目標（目指すと 

ころ）を区分し、５つのテーマを設定 

して、活動してきました。 

①女性活性・・「地域交流と友達づくり」として、健康体操グループが

主役として活動。今年度は、高齢者を対象に特殊詐欺研修と地域啓

発巡回訪を企画・推進しました。また、３月には女性主体で健康大会

を予定しており、地域の高齢者に参加して頂くため、ぜんざいやおに

ぎり、人形供養といった要望にもお応えできるよう進めています。 

②まち交流・・「仲間で気づき・組織で支援」をテーマに自主グルー

プと自治会が協働し、支援に必要な内容の気づきを共有できればと、

連絡体制を構築して活動しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他、③高齢就活、④まち景観、⑤思い出、とテーマを設定し、「参

加・自立・支援」の全員参加のまちづくりを目指しています。 

 

と子供たちや若いお母さん

たちにも参加してほしいと

いう要望がありました。さら

に、参加者が増えるよう、

活動をしていきたいと思い

ます。 



 

住んで楽しいまちづくりを！主役は あなたです 

 

 

 

 
 

 

 

 

       特定非営利活動法人 地域福祉サポートちた 代表理事 市野恵 氏 

昨年に引き続き今年も報告を聞かせていただきましたが、今、世の中の背景は、社会との関わりが希薄になっているというのは愛知県

だけではなく日本中どこでもそうですが、その中でみなさんが自主的に人との交流の機会や、顔をあわせる機会の必要性から互助（お助

け隊）を立ち上げましょうという活動に発展されているので、大変素晴らしいと思います。特に、尾張旭市は防災の取り組みに力を入れて

いらっしゃいますが、私は、他の市町にもお邪魔する機会がありますので、その中の取り組みを少しお話しさせて頂きます。 私たちも市民

活動センターで防災の取り組みを呼び掛けています。南海トラフ地震が８０％の確率で起こるといわれているので、もっともっと啓発してい

かなければいけないと思い、東京の跡見学園女子大学の鍵屋一（かぎやはじめ）先生をお呼びしました。鍵屋先生は、秋田県のなまはげ

で有名な男鹿半島ご出身で、なぜ男鹿半島ではなまはげが有名なのかということを教えてくださいました。この行事は、消防団や青年団

の若者がなまはげの格好をして自分の担当のエリアの各家に行き、「悪い子はおらんかー」と家の中まで入っていきます。その時に、この

家はおじいちゃんおばあちゃんがいる、この家は子供が中学生だなど、見てわかるそうです。それを毎年、防災情報としてためていく。お

祭りとして楽しみながら取り組み、参加することで年に１回みんなと顔を合わるということがすごく大事だというお話しを聞いて、なるほどと

思いました。尾張旭市も、ふれあい活動を通じて住民同士が確認しあうということを普段から取り組んでいる。震災はいつ起こるかわから

ないので、このような関係性を大事にしながら防災の取り組みにしても、ふれあい活動にしても、継続をしていただくことがほんとに大事だ

と思っております。役員の方は、自分の生活や仕事がある中で活動をしていくのは大変ですが、最後にすばらしいご提案もありましたので

是非、協議会を作っていただきながら皆さんが持っているいい支援情報を共有して益々、発展していただきたいと思います。 

 

 

 

 

 

   学校法人菊武学園 名古屋産業大学 大学院研究科長 伊藤雅一 氏 

本日はありがとうございました。中間報告会ということで大勢の皆さんの参画のもとに開催ができたこと、とても嬉しく思っております。例

年ですが、大変分かりやすいご報告をいただきました。また、６月に申請のプレゼンテーションがあり、今回中間報告ということなので本日

は、中間の報告をいただくのですが、ほぼ全ての団体が事業の完了段階になっているということで大変頼もしく思いました。先ほど、旭台

自治会の辰巳さんから６月の私のコメントをご紹介いただきまして、大変ありがとうございます。やはり、この助成事業が１１年目になりまし

て、これまでの１０年間の成果をいかに生かしていくか、非常に重要な段階でもあると思っています。行政の制度は何年も続くと思っておら

れる方もみえると思いますが、１０年続くというのは非常に珍しいことだと思います。なぜ１０年続いたか振り返ってみると、やはり本日ご参

加いただいているみなさんの自治会活動に対する熱意と意欲の支えがあって、この１０年間続けてこられたのだと思います。その成果を

振り返ってみると、各地域で解決する課題は違いますが、それぞれの地域がよりよい地域にしようと考えて自治会活動に取り組んでいた

だいたということと、もう一つは防犯や防災、健康づくりの活動についてはかなり地域的な活動ができてきたということだと思います。先ほ

ど辰巳さんのお話しにもありましたが、私はまちづくりについて連携と協働が重要と考えています。やっている方は大変だと思いますが、そ

の大変さを乗り越えて地域に住んでいる方々がこの地域に住んでよかったと思える街にしていく、言い換えると地域の方々が尾張旭を舞

台にして生き生きと営んでいけるかとうところが非常に重要になると思います。そういった意味で、今年尾張旭市が市制５０周年ですが、次

の５０周年に向けてこれまでの１０年間の成果をいかに生かしていくか考えた時に、みなさんが取り組んでこられたすばらしい自治会活動

の成果を財産として評価をし、連携協働のもとに今後の地域づくりにどのように生かしていくかというところが重要になってくると思います。

今日は市からも、この助成事業をどうしていったらよいのか見直しに関して皆さんにご意見をお聞きするようなアンケート調査の用紙が配

布されていると思います。これまでの、町内会・自治会単位で助成金を出すだけではなく、たとえば複数の自治会が協働して取り組む、ま

た新しく取り組みたいという自治会に対して今まで取り組んできた自治会が応援していくというような自治会間の連携協働についても申請

できるような仕組みにしていくことも出来ると思いますので、是非、皆さんの積極的なご意見をこのアンケートでお伝えいただければと思い

ます。 

 
 

 学校法人菊武学園 名古屋産業大学 大学院研究科長 伊藤雅一 氏 

今、いろいろな方と交流させていただきましたが、今日のプレゼンテーションは、それぞれの

個性があって大変素晴らしい中間報告会だったと思います。また、中間報告会の最後でもお話

しを致しましたが、活動の一つ一つが大変素晴らしいもので皆さんの自治会でも非常に財産で

あると思います。この１０年間の取り組みを今後の尾張旭のまちづくりにどういかしていくか、非

常に重要なテーマであると思っています。先ほども申し上げましたが、今日はアンケート調査が

ありますので、これまでの自治会活動のご経験をふまえて、今後どうしていったらよいかという

お考えをこのアンケートでお伝えいただきたいと思います。このアンケートでは、最初のプレゼン

テーションを省略したほうがより多くの自治会・町内会の参加が得られるのではないかというよ

うな内容も書かれていますが、アンケート調査の内容によっては継続するということもあり得ると

思いますので、ぜひとも率直なご意見をお聞かせいただければと思います。今日は、旭台自治

会の辰巳さんから、まちづくり協議会協働事務局というお話しがありました。多くの自治会では

役員任期が１、２年で交代しており、皆さんのような活動ができないということで悩んでいるとこ

ろも多いと思います。その中でも、まずは避難訓練をやってみようか、または防災講演会をやっ

てみようかということで、実際に行っている事例を参考にして、申請をした町内会・自治会の方も

みえます。そのような、皆さんの取り組みが今後尾張旭市の自治会活動の参考になり、他の自

治会にも広げていけるような仕組みになれば一番良いと思いますので、引き続きご尽力をお願

いしたいと思います。本日は、どうもありがとうございました。 

ところも多いと思います。その中でも、まずは避難訓練をやってみようか、または防災講演会をやってみようかということで、実際に行って

いる事例を参考にして、申請をした町内会・自治会の方もみえます。そのような、皆さんの取り組みが今後尾張旭市の自治会活動の参考

になり、他の自治会にも広げていけるような仕組みになれば一番良いと思いますので、引き続きご尽力をお願いしたいと思います。本日

は、どうもありがとうございました。 

中間報告会＆交流会 の講評・総評 

中間報告会兼交流会に参加された講師２名の方の講評・総評の概要を紹介します。 

 

講 評 

講 評 

総 評 
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🌻男女共同参画社会とは 

🌻町内会長・自治会長の女性の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ―本市と愛知県・全国との比較― 

  

日頃はまちづくりに御尽力いただきありがとうございます。 

近頃、「ワーク・ライフ・バランス」や「職場での女性活躍推進」など、男女共同参画に関す

る言葉をよく耳にするようになりました。家庭生活や職場などあらゆるところで、男女共同参

画が進められています。 

地域の活動においても、男女共同参画の視点をもった取組が求められています。 

  

資料：地方公共団体における男

女共同参画社会の形成又は女

性に関する施策の推進状況 

全国や県の平均より

高くなっています！ 

人口減少や少子高齢化が一層進行する中、地域社会において男女がともに活躍することは、誰

もが暮らしやすい地域づくりにつながります。 

本市でも、一人ひとりが輝くまち尾張旭市の実現をめざして、男女共同参画関連事業を推進して

まいりますので、男女共同参画の視点をもった地域活動に引き続き御協力いただけると幸いです。 

  地域の課題解決には、男女双方の視点

を持って取り組むことが大切です。 

男女共同参画社会とは、すべての人が性別に関わらず、それぞれの個性と能力を最大

限に発揮できる社会のことをいいます。 

平成２５年１２月に制定した「尾張旭市男女共同参画推進条例」では、男女共同参画社

会を実現するため、市、市民、事業者及び教育関係者が協働して様々な課題解決に積極

的に取り組むこととしています。 

本市では現在、地域で多くの女性が活躍されており、町内会長・自治会長に占める女

性の割合も増加傾向となっています。 

 

市民活動課男女共同参画係 


